
令和３年度滝上町地域で繋げる障がい者就労バトン事業
「障がい者就労支援啓発資料」

～障がいや困り感を抱えた方々への
          就労支援について～



まえがき

○本町では、障がい者（何らかの困り感を抱えている方）が地域でいきいきと生活
 できる地域づくりを目指して様々な取組みを行っています。その取組みの一つに
 「障がい者就労支援」がありますが、地域の現状からその取組みはまだ途上にあり
 ます。 

○今年度の研修会は、障がい者を含めた様々な困難や困り感を抱えた方々の就労支
 援制度や就労に向けた支援事例などについて学ぶ内容で開催を予定しておりまし
 たが、新型コロナウイルス感染症の状況から中止となりました。

○そのため今年度も形を変えて、障がい者就労支援について広く多くの方に啓発す
 るため、啓発資料を発信することとしました。

○この資料は「オホーツク相談センターふくろう」や「オホーツク若者サポートス
 テーション」を運営する、北見市のＮＰＯ法人ワークフェアにご協力をいただき
 作成しました。



各種制度（就労支援）について

障がいを持つ方が利用する
各種制度（就労支援）について



障害者総合支援法における就労系障害福祉サービス

いつかはみんなと
同じ会社で働きたい

通常の事業所に雇用されることが可能と見込まれる者に対して、①生産活動、職場体験等の活
動の機会提供その他就労に必要な知識及び能力の向上のために必要な訓練 ②求職活動に関す
る支援 ③その適性に応じた職場開拓 ④就職後における職場への定着のために必要な相談等
の支援を行う

就労移行支援

自分のことを理解し
てもらって働きたい

通常の事業所に雇用されることが困難であり、雇用契約に基づく就労が可能である者に対して、
雇用契約の締結等による就労の機会の提供及び生産活動の機会の提供その他就労に必要な知識
及び能力の向上のために必要な訓練その他の必要な支援を行う

就労継続支援A型（雇用型）

みんなと同じ働き方
は難しいなぁ

通常の事業所に雇用されることが困難であり、雇用契約に基づく就労が困難である者に対して、
就労の機会の提供及び生産活動の機会の提供その他就労に必要な知識及び能力の向上のために
必要な訓練その他の必要な支援を行う

就労継続支援B型（非雇用型）

しっかり仕事を
続けていきたい

就労移行支援、就労継続支援、生活介護、自立訓練の利用を経て、通常の事業所に新たに雇用
され、就労移行支援等の職場定着の義務・努力義務である６月を経過した者に対して、就労の
継続を図るために、障がい者を雇用した事業所、障がい福祉サービス事業所、医療機関等との
連絡調整、障がい者が雇用されることに伴い生じる日常生活または社会生活を営む上での各般
の問題に関する相談、指導及び助言その他必要な支援を行う

就労定着支援



就労移行支援

■一般就労等を希望し、知識・能力の向上、実習、職場探し等を通じ、適性に合った職場への就労等が
見込まれる障がい者

◎対象者

◎サービス内容

■一般就労等への移行に向けて、事業所内での作業等を通じた就労に必要な訓練、適性に合った
職場探し、就労後の職場定着のための支援等を実施
■ 通所によるサービスを原則としつつ、個別支援計画の進捗状況に応じ、職場実習等によるサービス
を組み合わせた支援を実施

◎オホーツク管内の事業所

■エスポワール北見（北見市） ■川東の里 風楽里（北見市）
■サンライズ・ヨピト（網走市）■美幌えくぼ福祉会 美幌地域就労支援センター（美幌町）
■北海道療育園 ワークセンターぴぽろ（美幌町）



就労継続支援A型（雇用型）

■通常の事業所に雇用される事が困難であって、雇用契約に基づく就労が可能な者

◎対象者

◎サービス内容

■通所により、雇用契約に基づく就労の機会を受けられる
■一般就労に必要な知識、能力が高まった者について、一般就労への移行に向けて支援が受けられる
■利用期間の制限なし

◎特徴について

■雇用契約を結ぶので最低時給が保障され、社会保険も適用可能
■自身の特性を理解してもらい就労することが出来る
■あくまで福祉就労となるため、一般就労の訓練がメインではない
■年齢制限がある（18歳以上65歳未満）
※現在、滝上町には無い



就労継続支援B型（非雇用型）

■通常の事業所に雇用される事が困難であり、雇用契約に基づく就労が困難な者

◎対象者

◎サービス内容

■通所により、就労や生産活動の機会を提供（雇用契約は結ばない）するとともに、一般就労に必要な知識、
 能力が高まった者は、一般就労等への移行に向けて支援
■ 利用期間の制限なし

◎特徴について

■年齢制限はなく、就労が難しい重度の障害者、高齢の障害者でも利用することができる
■就労としての利用ではなく、日中の居場所として利用することも可能
■単純作業などが多く、作業量に合わせて工賃が支払われる
■雇用契約を結ばないので、最低時給は保障されず、労働基準法・最低賃金法なども適用にならない
※現在、滝上町には無い



◎職場適応援助者（ジョブコーチ）との違い

就労定着支援

■対象は就労移行支援、就労継続支援、生活介護、自立訓練の利用を経て一般就労へ移行した障害者で
 就労に伴う環境変化により生活面・就業面の課題が生じている者であって、一般就労後６か月を経過した者
■利用者の自宅・企業等を訪問することにより、月１回以上は障害者との対面支援
■企業や関係機関等との連絡調整、それに伴う課題解決に向けて必要となる支援

◎対象者・サービス内容

■職場適応援助者（ジョブコーチ）とは？
・障害者の職場適応に課題がある場合に、職場にジョブコーチが出向いて、障害特性を踏まえた専門的
な支援を行い、障害者の職場適応を図る

■就労定着支援との違いは？
・どちらも障がいを持った方が対象。ただし、就労定着支援は就労移行支援、就労継続支援、生活介護、
自立訓練の利用後に一般就労をした者に限る
・利用期間はジョブコーチは１～８か月、就労定着支援は３年
⇒就労定着支援は2018年から開始した障害福祉サービスのため、現状オホーツク管内で就労定着支援を
提供している事業所はない



各種制度（その他就労支援と就労準備）

障がいを持つ方も利用できる
各種制度（その他就労支援と

就労準備）について



障がいの有無に関わらず利用できる就労支援制度 
※生活困窮者自立支援制度に基づく

自分の場合は
どの支援？

就労準備支援
・自信がない    ・ブランクが長い

・仕事が続かない  ・人と話すのが苦手  

・家の中にこもりがち・職歴が無い

就職活動応援事業
（安心サポート事業）

就労体験の機会を提供し、その対価として

本人へ「応援金」を給付し、就労への意欲

を喚起する

就労支援
・就職の悩みを相談

・ハローワークへの同行支援

・就労後のフォローアップなど

　各地のハローワーク、若者サポート
　ステーション、自立相談支援機関
　などが実施



◉対象者は？◉
・オホーツク管内の町村部に在住の方 
・生活保護を受給されていない方
・学生でない方 ※その他、資産等要件あり。
→個々の状況をお聞きして、要件と照らし合わせて柔軟に判断します。

◉就労準備支援とは？◉

すぐに既存の職業紹介や職業訓練の利用が難しい方が、「就労」に向かって動き出す手前の支援
です。生活を整え、社会性を身に付け、自尊心や自己肯定感を高め、自分に自信を付けるまでの
過程を支援します。
（利用期間の制限や自己負担金などは無し）

就労準備支援
※生活困窮者自立支援制度に基づく

面接、各プログラムへの
参加をしながら

就労への一歩が始まります！

支援を必要とする方に合った、
その方だけのプランを作成

 支援開始！

自立相談支援機関・支援スタッフと
の面談（北海道社会福祉協議会

支援員同席も可）

ご本人やご家族またはお気づきの方、
北海道社会福祉協議会またはお住ま
いの地域の自立相談支援機関(※)へ

電話受付

支援の流れ

1

32

※オホーツク地域は相談センターふくろう(ワークフェア)



※実際にご本人などに説明する際に利用してい
るリーフレット

◉活動場所

実際に活動に通う場所は、お住まいの地域の中でご本人が通いやすい場所を前提に柔軟に設定します。
（例）地域の社会福祉協議会の中や町内のフリースペースなど

宛名シール貼り

裏紙メモ帳作り

 初作品完成！

◉活動内容

本人の意向を反映しながら、内職作業だけでなく個々の
状況に合った支援内容となります。

【過ごし方の例】
事務系～メモ帳製作、封入作業、シュレッダー作業、パソコン・
キーボード練習、備品アルコール消毒・・・

自己啓発系～資格取得の学習、読書、ペン字の練習・・・

趣味系～小物入れ制作、編み物、ウエス製作、ゲーム・・・

その他～おしゃべりなど含めご相談の上



※今年度の活動の一例として・・・
・各利用者にタブレットを貸与し、担当者とのオンライン面談を実施（ネット環境が無くても可）
・色んな地域の利用者がオンラインで集まり、様々な業界のお話しを聞いたり、オンラインで
 行う見学ツアーのイベントを開催



就労を希望する方に、本事業の参加法人の運営する事業所において就労体験の機会を
提供し、その対価として「応援金」（800 円／時間 ※上限 20,000 円＝25 時間）を給付す
ることで、就労意欲を喚起することを目的としています。

※安心サポート事業では他に相談援助事業(必須）、経済的援助事業があります。
（資産要件あり。実施主体は北海道社会福祉協議会です）

実施社会福祉法人
または市町村社協

就労体験

応援金

（安心サポート事業）
就職活動応援事業

◉対象者は？◉
・他既存の制度による支援が困難な方 
・生活保護を受給されていない方
※資産等要件あり。
→個々の状況をお聞きし、要件と照らし合わせて柔軟に判断します。



事例検討

障がいを持つ方の就労支援
（パターン別 ワークフェアでの支援事例紹介）



24歳 女性

コミュニケーションが苦手で飲食店でパート勤務した

続き心身ともに疲弊して退職。

▶仕事が続かず、家に
 ひきこもりがち

▶生きにくさを抱えている

▶不安が強く確認行動が
 止められない。

・地域の保健師が
 母から相談を受ける

・保健師から
 ふくろうへ情報共有

▶ふくろうと面談を重ね、思いを
聞いてもらった

▶サポステ出張相談に通い、気持
ちを吐き出すことで、プログラム
に挑戦したい気持ちが出てきた

▶確認行動は続いたまま

▶精神科を受診「自分が抱えているもの」
を知ることができた

▶母に自分の思いを伝えることができた

▶週4回、順調に仕事へ行っている

・障がい手帳を取得

・就労支援A型事業所へ就労

・定期的に精神科に通院中
（気持ちを落ち着かせる薬を  
 服用している）

就労までつながった
ケース

『自分を認め受け入れてくれる居場所を見つけた』

・ふくろうや若者サポート
 ステーションで継続して
 支援を行った

・病院受診や「こころの相談」
 に繋がった

・母の思いを傾聴し支えた

支援開始当初 半年～１年ほど 現在

きっかけ



24歳 女性
中学校時代から不登校となり、通信制高校を卒業したも
のの、人と関わることに恐怖感があり、仕事の面接など
にも恐怖を感じる。

▶家族以外と接点が無く家から出るこ
とがほとんどない。

▶中学生の時に母と療育病院へ行き、
「発達障害」の診断を受けたが、自分
自身のこととして受け入れることがで
きていない

・町の広報誌でふくろう
 相談会を知った母から
 相談があった

▶活動を通じて担当者以外の職員と
も面談できるようなった。

▶自分のことを知るために病院受診
をしたいという気持ちが芽生えた。

▶冬期間は母の送迎で通所ができな
くなり活動場所が無くなってしまう。

▶人や場所に慣れるまで
は恐怖心がある。

▶恐怖心はあるが町内の
活動場所へ通いたいとい
う気持ちになっている。

・就労準備事業を利用し、町内
 で活動することができた。

・初めての場所やオンライン
 面談などにも挑戦した。

『週に1度、地域のフリースペースへ通って色々な活動をしている』

現在も支援が継続
しているケース

支援開始当初 半年～１年ほど 現在

・母がいないところで1対1で
 面談を重ねた

・若者サポートステーションに
 繋ぎ、週2回通所し、内職等 
 の活動をつづけた。

きっかけ



43歳 男性
漢字の読み書きが苦手で子供の頃からいじめを受けていた。
父親の暴力や学力不足で高校へ進学はせず、家から出て色々な
ところで働き自立を目指したが、うまく仕事できず解雇された
りいじめに合うなど長続きしない。

▶ホテルの皿洗いとごみ回収
補助の仕事は比較的、長く続
いた。

▶自分に合う仕事を探したい。

・本人から相談を受けた
 ハローワーク職員が
 ふくろうを紹介。

・生きにくさを抱えている
 が本人に自覚がない。

▶療育手帳を取得したが自分
の障がいについて自覚は無い。

▶前は働けていたので、次も
一般就労で働きたい。

▶再度、生活保護を受けた。

・現在も仕事は決まらず
 生活保護受給中。

『彼のことを理解し、支える支援者や就労先が身近にあれば、

          違う結果になっていたのではないだろうか？』

うまく支援がつなが
らなかったケース

支援開始当初 半年～１年ほど 現在

・福祉課、ハローワーク、
 保護課とも協働し巡回相談に
 繋げ、療育手帳を取得。

・福祉就労に繋げるため、関係者
 と調整したが、本人の理解を
 得られなかった。

きっかけ



滝上でのお仕事体験会の取組み紹介

滝上でのお仕事体験会の
取組み紹介について



滝上でのお仕事体験会の取組み紹介

観光×環境×共生＝地域づくり拠点 芝ざくら滝上公園発信事業として
「障がいのある方や引きこもりなどで就労が困難な方を対象に、就業体験モニターツアーを開催し、人
的環境整備の就労支援の場としての芝ざくら滝上公園の可能性を調査すること」
を目的として事業を開始

2019年

NPO法人ワークフェアが滝上町と
協力し「お仕事体験ツアー」を企画

まずは町外の方にお仕事を通して滝上町
を知ってもらうことを目指した



活動写真（ホテル渓谷でのお仕事体験）

宴会場の準備 フロント業務見学 玄関清掃

ベッドメイク 食堂清掃 客室清掃



活動写真（芝ざくら滝上公園の整備）

苗床づくり① 除草作業②除草作業①

公園施設清掃 植樹作業

苗床づくり②

公園施設清掃



活動写真（滝上の魅力体験）

ハーブを使ったクラフト（ハーバリウム） 滝上産小麦を使ったうどん作り体験 ハーブを使ったリース作り

秋の紅葉の見学（錦仙峡）ハーブを使ったクラフト（ホウキ作り）



活動写真（地元農家での体験）

ハッカ畑（除草作業）

ハッカ蒸留作業見学アスパラ作業

ハッカ畑（干草並べ）



活動写真（事前トレーニング・共同生活）

事前トレーニング

夕食風景

体験後の振り返り



2021年度お仕事お仕事体験会について

これまで地域の課題となっていた「障がい者雇用の推進」のため、障がいを持った方の就労体験の場づ
くりなどについて検討をすすめるため取り組みを実施。⇒2021年度はお仕事体験ツアー（年一回）と対
象者把握のための、困りごと相談会開催（月一回）を企画・実施

2021年



数字で見る滝上での活動

開催回数 ３回（２泊３日）実施日数９日
参加人数 ２６名（男性：１２名、女性：１４名）
参加年齢 １０代…１名 ２０代…１４名 
     ３０代…４名 ４０代…４名 ５０代…３名

2019年度

開催回数 ２回（５泊６日）実施日数１２日
参加人数 ６名（男性：４名、女性：２名）
参加年齢 １０代…２名 ２０代…３名 ３０代…１名

2020年度

体験ツアー開催１回（３泊４日）
参加人数３名（男性：２名、女性：１名）
参加年齢 ２０代…２名 ３０代…１名

2021年度（お仕事体験ツアー）

・週２０時間以上の就職…５名 
・週２０時間以下の就職…１名
・就活開始…２名 
・活動増加…３名 ・サポステ登録…１名

2019年度 参加者のその後

・週２０時間以上の就職…１名 
・就活開始…２名 
・家族や外部機関との連携…２名
・滝上移住を検討…１名

2020年度 参加者のその後

相談会開催６回
（６月開始、９・１月はコロナ蔓延予防のため中止）
参加回数３回、参加人数４名
相談内容…障がい者就労、生活相談

2021年度（困りごと相談会）



参加者の声

●少しだけでも自分と向き合いたかった（２０代男性）
●就活を始める前に一度仕事の雰囲気を体験しておきたかった（１０代男性）
●働いたことが一度もなかったので、仕事体験をしてみたかったから（１０代女性）
●自分に自信をつけるため、自分のできないことにチャレンジしていくため（２０代男性）
●親の勧め（２０代女性）・友達同士で行けば旅行みたいで楽しいかなと思った。 （２０代女性）

参加動機

●芝ざくらの苗をポットに入れ替える仕事やホテルの清掃など、今までやったことのない経験で良かったと思う。特にホテル
の清掃は結構大変仕事なんだな思いました。（２０代男性）
●自分は今は無職で特に何もしていない日々でした。今回のお仕事体験をさせて頂いて、久しぶりに体を動かすことが出来た
ので、良い体験が出来ました。芝ざくらの苗を摘む作業が大変で疲れてしまい、作業のスピードが落ちた事と集中力が途中途
中で切れて、作業の手が止まってしまった事が今回の自分の反省点だと思います（２０代男性）
●同じ事の繰り返しでコツを掴めばドンドン植えていく事が出来ました。苗を取る時の虫がうっとおしかった（２０代男性）
●疲れたけど満足でした。皆でやるので楽しかったです（４０代男性）
●良かったのは、家で過ごすことが多いので、屋外で作業したり芝ざくらも見られたことです。特に芝ざくらを植える作業は
やったことがなかったからうれしかったです（３０代女性）
●やや良かった。仕事に役に立つかはわからないが楽しめたため（２０代男性）
●経験には良かったが、体験としてはかなり苦痛だった（１０代男性）
●良かった理由は今後の参考になったため。生きてる実感を感じて楽しかったため（１０代女性）
●満足出来ましたが炎天下での作業は少し大変でした。自分も軽い熱射病か頭痛がありました。風が吹いてくれていたので助
かりましたが（２０代女性）

職業体験について

参加後アンケートでの
皆さんの声です



参加者の声

●さみしくなかった（３０代男性）
●１人でいることが多いので、共同生活やコミュニケーションを学べたことが良かった
です（３０代女性）
●他人を通して自分と向き合えたため。自分の至らなさにきづくことができたり、良い学びの機会になっ
たと思います。共同作業の意味や重要性も考えることができるようになりました。悔しさや見たくない現
実を思い知ったけど、自分にとって今回の経験は今後の人生において、とても大きな出来事だったと思い
ます（１０代女性）

共同生活

●自分の出来る事・出来ない事が多少分かった（２０代男性）
●やる前と比べて、気が楽になった（１０代男性）
●お仕事体験ツアーは最初はどのような感じか知らなくて、不安な部分もありましたがサポステ職員がサポートしてくれる環
境で体験出来るので、ツアー参加は良い経験で色々経験出来るので良いなと思います（２０代男性）
●少し大げさな表現ですが、人生観がガラッと変わりました。良い意味で自分の中の今までの価値観が壊され、新しく自分の
人生が始まった感覚があります。今回のチャレンジに参加できて本当に良かったと思いました（１０代女性）
●自分は特に返事が少し苦手でもっとうまくなりたいと思いました。報告や質問・確認もこれからたくさんして
いこうと思いました（２０代男性）
●こちらからお金を払わなければならない体験を無料で体験出来てとても満足です（２０代男性）
●向いている職業があれば仕事をしてみたいと思います。何も考えなくても行動にうつしたり、自然と声が出るようにしたい
と思いました。それからホテルのきゅうけいしつにあるマンガは面白かったです（３０代女性）

チャレンジを終えての心境の変化

参加者毎に色んな意見
があったようです



提案

今後の滝上町での
障がい者就労について



提案

現状、滝上町には就労系障がい福祉サービスは無く、就労ではない日中の活動場所についても
ふれあいサロンのみとなっています。今後、滝上町でこうした就労系障がい福祉サービスを展開する
としても、受託する団体や人材の確保で難航することが予想されます。

そのため、今回の提案としては滝上町に存在する社会資源と、新しく今後発展していく事業
を組み合わせることで、滝上町での就労系障がい福祉サービスの発展を検討していきたい！

具体案としては北海道として事業を展開している「就労準備支援事業」や「就職活動応援事業
（安心サポート事業）を利用することで、滝上町にはない町外の人的資源を確保。そして地域の
民間会社や個人事業主などが小さな仕事を「就労準備支援事業」などに仕事として依頼することで、
過疎化が進む地域の労働力不足の解消を図ることが出来るのではないかと考えています。

そのためにも、まずはこれまでのお仕事体験ツアーで就労体験事業を行ってきた実績のある芝ざくら滝
上公園やホテル渓谷など、役場や第三セクターを中心に障がいを持った方などが活動できる場を提
供していくべきではと考えています。

我々ワークフェアもこれまで培ってきた経験や滝上町での活動をおおいに活用し、
来年度も滝上町での様々な困難を抱えた方の支援が出来ればと思っております！



引用元

■障がい者就業サポートガイド 就労移行支援とは
https://www.fukushi-navi.jp/ikoushien.php

■厚生労働省 障がい者の就労支援対策の状況 1   障がい者に対する就労支援 障がい者総合支援法における就労系障がい福祉サービス
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/hukushi_kaigo/shougaishahukushi/service/shurou.html

■厚生労働省 職場適応援助者（ジョブコーチ）支援事業について
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/koyou/shougaishakoyou/06a.html

■北海道社会福祉協議会 生活困窮者に対する「就労準備支援事業」を始めました
http://www.dosyakyo.or.jp/shintyaku_jyouhou/chiiki/konkyu/index.html

■北海道社会福祉協議会 生活困窮者等に対する安心サポート事業実施要綱
http://d-koueki.jp/pdf/2yk.pdf

■たきのうえ議会だより 第179号（令和2年4月22日発行）
https://www.town.takinoue.hokkaido.jp/files/kouhou_gikai/pdf/420_32196263.pdf
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